	実技課題「平面・断面、部分詳細図作成（外部サッシ周り）」実施要領


【準備事項】
· 使用するサッシデータに関しては指導員が事前に用意すること。（サンプル：引き違い窓、半外付型、アングル一体枠、複層、窓タイプ）を訓練生にデータ配付する。

· 図面枠は指導員が準備し配付すること。その際少なくとも縮尺欄、図面名称欄、名前欄、特記事項欄、作業時間記載欄を用意すること。

· レイヤの取り扱いについては、Jw_cadであれば環境設定ファイル、Auto CADであればテンプレートファイルを指導員が作成すること。もしくはレイヤ名、線種、線色等、CADでの設定事項を記載したプリント等を配付すること。

· 開口部記号（サッシ記号）に関しては指導員が授業中に指導したものと類似した記号とすること。（キープラン、開口寸法、高さ寸法等の記号で任意とする。）
· 枠と壁のチリ寸法は10mm（5～15mmで任意）とすること。

· 枠はアングルあたりを欠きこむ図とすること。

· 指導員の指示項目に関しては下表参照のこと。（使用材料と材料規格を作成して受講者に配付してください。任意部分に関しては授業中に使用した規格でかまいません。外部仕上表、内部仕上表を作成いただいてもよろしいかと思います。また下記項目に関しては図面中に記入するようご指導ください。）

参考
	使用材料名
	材料規格（厚さのみ）
	メーカー名、品番、
認定番号等

	壁部分
	
	

	サイディング
	厚12、15、18mm（任意）
	指導員により任意

	通気層（材料ではないが必要であるため）
	18、24mm（任意）
	〃

	透湿防水シート
	標準　厚0.3mm（任意）
	〃

	断熱材・グラスウール充填断熱
	16、24kg/m2（任意）
	〃

	防湿気密フィルム
	標準　厚0.3mm（任意）
	〃

	石膏ボード
	厚9.5又は12.5mm（任意）
	〃

	クロス（品番）
	ビニルクロス
	〃

	その他記載事項
	
	

	柱
	105×105
	指導員により任意

	まぐさ、窓台
	45×105
	〃

	枠材（四周枠とも）
	20×100（任意）
	〃

	シーリング目地寸法
	10mm
	〃

	バックアップ材
	適宜
	〃

	防水テープ
	適宜
	〃
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